
 

 

 

平 成 ２６ 年 度 事 業 報 告 

 

Ⅰ．会 議 関 係 

１．理 事 会 

  １）第６回理事会 

開催日時    平成２６年６月３日 (火) 午前１１時 

開催場所    アルカディア市ヶ谷 ７階「琴平」 

（１）開  会 

         事務局の司会により開会し、浜田理事長及び厚生労働省健康局宇仁菅水道課

長から挨拶があった。 

（２）会議の成立 

         事務局から理事の過半数の出席があり、会議が成立している旨、次のとおり

報告があった。 

（理事現在数１３名、出席理事１２名） 

    （３）議事録署名人 

         浜田理事長及び内藤重治監事を署名人とした。 

（４）議    事 

       [議 決 事 項] 

① 第１号議案 平成２５年度事業報告（案）について 

        原案のとおり決議した。 

② 第２号議案 平成２５年度計算書類等（案）について 

        原案のとおり決議した。 

③ 第３号議案 第６回評議員会の招集（案）について 

原案のとおり承認した。 

 

        [報 告 事 項] 

① 理事及び監事の選任（案）及び評議員の選任（案）について 

       事務局より、理事及び監事の選任について、現理事及び監事全員の平成２

６年度定時評議員会の終結時における任期満了に伴って、尾崎武壽理事、中

村文子理事及び宮内潔理事の３名が退任すること並びに理事候補者１３名及

び監事候補者２名の選任が第６回評議員会において諮られる予定であること

が報告された。  

理事１３名のうち新任３名 

下谷内 冨士子  公益社団法人全国消費生活相談員  協会顧問 

山 﨑 弘太郎  大阪市水道局理事 

山 本 晴 紀  給水システム協会会長（就任予定） 

 

 



 

 

       なお、理事全員の任期満了に伴う理事長及び専務理事の選定については、改

めて理事会を招集することなく、定款第４３条の規定により理事の全員が書面

により同意の意思表示をもって議決があったものとみなす手続きにより行う

こととしたいとの報告があった。 

      次に、評議員の選任について、五味弘評議員及び菅沼和人評議員の２名の辞

任に伴い、第６回評議員会において評議員候補者２名の選任が諮られる予定で

あることが報告された。 

       中 村 和 人  公益社団法人空気調和・衛生工学会業務執行理事 

           野 口 芳 男  日本水道鋼管協会専務理事   

       

② 公益財団法人 給水工事技術振興財団定款の一部変更（案）について 

      財団事務所の移転について、必要性、移転先の選定理由等の説明があり、

それに伴い、法人の所在地を「中央区」から「新宿区」に変更する定款の一

部変更の議案を第６回評議員会に提出するとの報告があった。 

 

③ 職務の執行状況について 

専務理事より、平成２６年１月２９日から平成２６年６月３日にいたる理

事長及び専務理事の職務の執行状況について報告があった。 

 

２）第７回理事会（書面議決） 

平成２６年６月２３日、定款第４３条の規定に基づき、大澤規郎理事から理

事長及び専務理事の選定について下記事項の提案があり、その提案を理事１３

名全員に対して書面により発したところ、理事全員から書面により同意の意思

表示を得たので、当該事項について理事会での議決があったものとみなされた。 

 

   （１）議決があったものとみなされた事項 

   浜田康敬理事を理事長に選定する。 

   江郷道生理事を専務理事に選定する。 

 

（２）議決があったものとみなされた日 

平成２６年６月２３日 

 

３）第８回理事会（書面議決） 

平成２６年７月１日、定款第４３条の規定に基づき、浜田康敬理事長から主た

る事務所の所在場所の変更について下記事項の提案があり、その提案を理事１３

名全員に対して書面により発したところ、理事全員から書面により同意の意思表

示を得たので、当該事項の理事会での議決があったものとみなされた。 

 

 



 

 

     （１）議決があったものとみなされた事項 

       主たる事務所の所在場所の変更 

        移転先  東京都新宿区西新宿二丁目７番１号 

              小田急第一生命ビル 

        移転日  平成２６年１２月２２日 

 

（２）議決があったものとみなされた日 

平成２６年７月１日 

 

４）第９回理事会 

開催日時    平成２７年２月３日 (火) 午前１１時 

開催場所    公益財団法人給水工事技術振興財団 会議室 

（１）開  会 

         事務局の司会により開会し、浜田理事長及び厚生労働省健康局宮崎水道課長

から挨拶があった。 

（２）会議の成立 

         事務局から理事の過半数の出席があり、会議が成立している旨、次のとおり

報告があった。 

（理事現在数１３名、出席理事１１名） 

    （３）議事録署名人 

         浜田理事長、池田昭義監事及び内藤重治監事を署名人とした。 

（４）議    事 

       [議 決 事 項] 

① 第１号議案 平成２７年度事業計画（案）について 

        原案のとおり決議した。 

② 第２号議案 平成２７年度正味財産増減予算（案）について 

        原案のとおり決議した。 

③ 第３号議案 第８回評議員会の招集（案）について 

原案のとおり承認した。 

 

        [報 告 事 項] 

① 評議員の選任（案）について 

      評議員の選任について、鏡味栄男評議員の辞任に伴い、第８回評議員会にお

いて評議員候補者１名の選任が諮られる予定であることが報告された。 

       穂 刈 泰 男  全国管工事業協同組合連合会副会長  

 

② 職務の執行状況について 

     専務理事より、平成２６年６月３日から平成２７年２月３日にいたる職務の

執行状況について報告があった。 

 



 

 

③ 公益財団法人給水工事技術振興財団事務所の移転について 

     専務理事より、平成２６年１２月２２日に移転した財団事務所概要について

報告があった。 

 

２．評 議 員 会 

１）第６回評議員会 

開催日時     平成２６年６月２３日 (月) 午後１時３０分 

開催場所     都道府県会館 ４階「４０１会議室」 

   （１）開  会 

       事務局の司会により開会し、浜田理事長及び厚生労働省健康局宇仁菅水道課長

から挨拶があった。 

   （２）会議の成立 

     事務局から評議員の過半数の出席があり、会議が成立している旨、次のとお

り報告があった。 

     （評議員現在数２３名、出席評議員１３名） 

   （３）議事録署名人の選出 

議長である坂本弘道評議員及び藤成德評議員、本山智啓評議員を選出した。 

（４）議    事 

     [議 決 事 項] 

①  第１号議案 理事及び監事の選任（案）及び評議員の選任（案）について 

        始めに、理事及び監事の選任について、理事及び監事全員が本評議員会の終

結時に任期満了になることから、提出資料に基づき審議した結果、尾崎武壽理

事、中村文子理事、宮内潔理事の３名が任期満了で退任し、平成２６年６月２

３日付けをもって、次の理事１３名及び監事２名を選任した。 

 

        理事 

     （再任）江 郷 道 生  公益財団法人給水工事技術振興財団 

     （再任）大 澤 規 郎  全国管工事業協同組合連合会会長 

     （再任）尾 﨑     勝   公益社団法人日本水道協会理事長 

     （再任）佐々木 靖 太  全国管工事業協同組合連合会副会長 

（新任）下谷内 冨士子  公益社団法人全国消費生活相談員  協会顧問 

（再任）浜 田 康 敬  公益財団法人給水工事技術振興財団 

（再任）眞 柄 泰 基  学校法人トキワ松学園理事長 

（再任）松 田 英 行  全国管工事業協同組合連合会副会長 

（再任）向 山 光 幸  塩化ビニル管・継手協会副会長 

（再任）茂 庭 竹 生  東海大学名誉教授 

（新任）山 﨑 弘太郎  大阪市水道局理事 

（新任）山 本 晴 紀  給水システム協会会長 

（再任）吉 田   永  東京都公営企業管理者水道局長 



 

 

監事 

（再任）池 田 昭 義  公認会計士 

（再任）内 藤 重 治  税理士   

  

          次に、評議員の選任について、木下哲評議員、五味弘評議員、菅沼和人評議員の

３名の辞任に伴う後任の評議員の選任については、提出資料に基づき審議した結果、

平成２６年６月２３日付けをもって、次の３名を選任した。 

中 村 和 人  公益社団法人空気調和・衛生工学会業務執行理事 

          野 口 芳 男  日本水道鋼管協会専務理事 

      野 村 喜 一  一般社団法人全国上下水道コンサルタント協会会長 

 

② 第２号議案 平成２５年度事業報告（案）について 

原案のとおり決議した。 

 

③ 第３号議案 平成２５年度計算書類等（案）について 

 原案のとおり決議した。 

 

[提案事項] 

① 公益財団法人 給水工事技術振興財団定款の一部変更（案）について 

        事務局より、事務所移転による主たる事務所の所在地（定款第２条）を変更す

る定款の一部変更は、評議員の３分の２以上の出席を得て行わなければならない

ため、定款第２４条の規定に基づく書面議決とすることについて了承を求めると

ともに、一部変更（案）の内容について説明を行った。   

        議長は、各評議員に意見を求めたところ特に意見はなく、「公益財団法人 給

水工事技術振興財団定款の一部変更（案）について」は、定款第２４条の規定に

基づき、議決に加わることのできる評議員全員の書面による同意の意思表示をも

って、評議員会の議決があったものとみなすこととした。 

 

２）第７回評議員会（書面議決） 

平成２６年６月２３日、定款第２４条の規定に基づき、浜田康敬理事長から定

款の一部変更について下記事項の提案があり、その提案を評議員２３名全員に対

して書面により発したところ、評議員全員から書面により同意の意思表示を得た

ので、当該事項の評議員会での議決があったものとみなされた。 

（１）議決があったものとみなされた事項 

            公益財団法人 給水工事技術振興財団定款（平成２４年３月２６日 内閣総

理大臣認定）の一部を次のように変更する。 

       

     『 第２条第１項中「東京都中央区」を「東京都新宿区」に変更する。 

        附 則 

      この定款の変更は、登記の日から施行する。』  



 

 

（２）議決があったものとみなされた日 

平成２６年７月１日 

 

３）第８回評議員会 

開催日時     平成２７年２月９日 (月) 午後１時３０分 

開催場所     小田急第一生命ビル １１階「会議室Ａ」 

   （１）開  会 

       事務局の司会により開会し、浜田理事長及び厚生労働省健康局宮崎水道課長か

ら挨拶があった。 

   （２）会議の成立 

     事務局から評議員の過半数の出席があり、会議が成立している旨、次のとお

り報告があった。 

     （評議員現在数２３名、出席評議員１４名） 

   （３）議事録署名人の選出 

議長である坂本弘道評議員及び藤成德評議員、本山智啓評議員を選出した。 

（４）議    事 

     [議 決 事 項] 

① 第１号議案 評議員の選任（案）について 

        評議員の選任について、鏡味栄男評議員の辞任に伴い、後任の評議員に次の

者を選任した。 

穂 刈 泰 男  全国管工事業協同組合連合会副会長 

② 第２号議案 平成２７年度事業計画（案）について 

        原案のとおり決議した。 

③ 第３号議案 平成２７年度正味財産増減予算（案）について 

        原案のとおり決議した。 

 

[報 告 事 項] 

① 公益財団法人給水工事技術振興財団事務所の移転について 

      専務理事より、平成２６年１２月２２日に移転した財団事務所概要につい

て報告があった。 

 

  ３．監 事 会 

  １）第４回監事会 

   開催日時   平成２６年５月２７日 (火) 午後１時 

   開催場所   公益財団法人給水工事技術振興財団（日本橋安藤ビル２Ｆ）会議室 

    （１）議  題 

① 平成２５年度事業報告（案）について 

    ② 平成２５年度計算書類等（案）について 

    平成２５年度の事業及び会計について監査を行った。 

  



 

 

２）第５回監事会 

   開催日時   平成２６年１１月１０日 (火) 午後１時 

   開催場所   公益財団法人給水工事技術振興財団（日本橋安藤ビル２Ｆ）会議室 

  （１）議  題 

① 平成２６年度事業経過報告（案）について 

② 平成２６年度中間決算（案）について 

    平成２６年度事業経過報告（案）及び平成２６年度中間決算（案）につい

て監査を行った。 

 

４．機関誌編集委員会 

機関誌「きゅうすい工事」平成２６年夏季号、平成２７年新年号の編集方針につい

て審議を行った。 

   第４０回委員会  平成２６年４月１０日(木) 

    議   題       夏季号の編集方針について 

第４１回委員会  平成２６年１０月１０日(金) 

議   題       新年号の編集方針について 

 

Ⅱ．事 業 関 係 

 １ 給水装置工事主任技術者試験実施事業  

   水道法(昭和３２年法律第１７７号)に基づき、指定試験機関(平成９年５月２日

衛水第１７３号)として給水装置工事主任技術者試験の実施に関する事務を次の

とおり実施した。 

平成２４年９月に厚生労働省令「水道法施行規則」の一部が改正されたことに

伴い、平成２５年度の試験から①申請写真サイズの変更 ②申請書類の様式の変

更及び提出書類枚数の削減 ③インターネットによる申請書類の作成方式への変

更等を実施した。平成２６年度は平成２５年度の実績を踏まえながら、更に受験

者の利便性の向上に資するため、申請書類様式の改善等を実施した。 

また、試験会場運営業務については、経費の削減を図るため、引き続き３か所

（沖縄・東北・北海道）を直営により実施した。また、中国四国地区の試験監督

業務について、個人への委嘱から水道事業者である広島市水道局への委託に変更

した。 

なお、厚生労働省が行っている給水装置工事主任技術者免状の発行業務につい

ては、給水装置工事主任技術者試験業務と密接に関連したものであり、財団がそ

の業務の一部を平成２６年４月から受託することとなった。 

 

 １） 試験の実施状況 

  （１）  試 験 日   平成２６年１０月２６日(日) 

 



 

 

   （２）  試 験 地     全国８地区（９試験地、９会場） 

            [札幌市、仙台市、習志野市、東京都杉並区、刈谷市、 

寝屋川市、広島市、福岡市、那覇市]            

   （３）  受験票交付数     １５，３７８名   

 （４） 受験者数     １３，３１３名（受験率８６．６％） 

 （５） 合格者数      ３，５８８名（合格率２７．０％） 

  （６） 試験監督員等数     

      （９水道事業体等５７９名、財団等２３名） 

（７） 合格発表日 平成２６年１１月２８日（金）午前１０時 

    

２） 給水装置工事主任技術者試験委員会、同幹事委員会、同選定委員会 

平成２６年度給水装置工事主任技術者試験の実施にあたり、標記試験委員会を

２回、同幹事委員会を３回、同選定委員会を１回開催した。 

 

 ３） 免状発行業務（厚生労働省からの受託業務） 

・免状交付数     ４，０３１名 

     （新規 ３，５７７名、書換え ６８名、再交付 ２８６名） 

 

２．給水装置工事主任技術者研修等事業   

 １) 給水装置工事主任技術者研修事業    

   当財団ホームページにおいて、主任技術者を対象とした「ｅラーニング研修」を開

設しており、平成２６年度はｅラーニング研修教材及び学習成果試験の全面改訂を行

った。 

 

２）給水装置工事主任技術者証発行事業 

   給水装置工事主任技術者には、希望に応じ、携帯用顔写真入り主任技術者証 

 を有償発行した。 

    ・技術者証発行数   ４，７５９名                                         

 

  ３．給水装置工事配管技能者養成事業        

１) 給水装置工事配管技能検定会事業 

    検定会受検用書類を財団ホームページからダウンロードにより印刷可能にする等、

受検手続に関する受検者の利便性の向上及び経費の削減を図った。 

   また、水道配水用ポリエチレン管を採用する水道事業体が増えてきていることか

ら、水道配水用ポリエチレン管からの分岐穿孔と配管接合を検定会の新たなオプシ

ョンコースとし、千葉県と秋田県で試行実施した。 

 

 



 

 

         なお、水道法施行規則第３６条第２号の規定に基づく「適切な技能を有する者」

の水道事業における位置づけに関しては、検討中の横浜市水道局、さいたま市水道

局、堺市上下水道局など６事業体に対し、明示事例の情報提供等を行うなど、明文

化推進の要請を行った。 

  

  (１）検定会 

        ① 全国標準検定 

     ・開 催 地      １都１道２府２１県 

     ・開催回数                      ２７回 

     ・受検者数           ８７６名 

 

        ② 分岐穿孔のみの検定 

     ・開 催 地        １都１道１７県 

     ・開催回数            １９回 

     ・受検者数           １２７名  

 

        ③ 地域オプション検定 

     ・開 催 地           １道２府  

     ・開催回数              ３回         

     ・受検者数                  ６１名    

 

    ④ 水道配水用ポリエチレン管オプション検定 

     ・開 催 地             ２県  

     ・開催回数              ２回         

     ・受検者数                  ３６名 

 

     受検者数合計        １，１００名 

 

 (２) 給水装置工事配管技能検定合格者証の発行事業 

      検定会の合格者には合格証書を発行したほか、希望に応じ携帯用顔写真入り

合格者証を有償発行した。  

      ・合格者証発行数       １，６４９名 

（新規７８７名、更新８２３名、再発行３９名） 

 

    ２）給水装置工事配管技能資格者の認定事業 

       給水装置工事配管技能者認定協議会により認定された有資格者に希望に応じ、携

帯用顔写真入り認定証を有償発行した。 

 



 

 

      ・認定証発行数          ５７３名  

（新規７２名、更新４８４名、再発行１７名） 

  

４．給水装置工事に係る技術の開発、調査及び研究並びに普及啓発の事業 

１）共同研究事業 

「直結給水システムにおける逆流防止措置の実地実験とそれに基づく技術指針の

検討」をテーマとする共同研究を２か年計画で実施するため、平成２６年度に国立保

健医療科学院及び給水システム協会と契約を締結した。２６年度は、共同研究計画書

に基づき、この研究の基礎資料となる、５階建て相当の実験設備を用いた実地実験を

１１月２５日から開始した。また、大都市、県庁所在地都市及び寒冷地の水道事業者

を対象に直結給水システムに関わるアンケート調査を実施した。 

 

２）調査研究助成事業       

  平成２６年度給水装置工事技術に関する調査研究助成事業に対する申請は、      

２件提出され、審査の結果、次のとおり申請のあった２件に助成した。 

 （１）モンテカルロ法を用いた給水負荷算定法の検証 

代表研究者  （空気調和・衛生工学会） 明治大学 坂上 恭助 

                       

（２）給水装置の維持管理方法等の実態把握と今後の維持管理のあり方に関する研究 

代表研究者   全国簡易水道協議会    小笠原 紘一                      

 

 ３）新水道ビジョンに示された方策に対する取り組み 

新水道ビジョンに示された「給水装置工事に起因する事故の大幅な減少を目指した

工事関係者のレベルアップと人材育成、及び道路内給水管の耐震性強化のための技術

の向上」に関し次のとおり取り組んだ。 

（１）工事関係者のレベルアップと人材育成 

人材育成の基礎資料となる給水装置の事故事例を収集するため、水道事業者（計

画給水人口上位４００水道事業者）及び関係工業会（１８工業会）を対象としたア

ンケート調査を実施した。 

 

（２）耐震性強化のための技術の向上 

平成２３年３月１１日の東日本大震災で被災した水道事業者のうち宮城県内の４

事業者、福島県内の６事業者及び茨城県の１事業者から収集した「給水装置に係る

震災被害資料」から被災写真、図面等のデータを抽出するとともに、そのデータベ

ース構築のための委託契約をソフト開発業者と締結した。 

 

      



 

 

  ４）普及啓発の事業 

(１) 機関誌「きゅうすい工事」の発行事業 

  ・機関誌「きゅうすい工事」（年２回）の発行 〔部数３,４００部 / 回〕 

  ・発行月  平成２６年７月、平成２７年１月 

 

 (２) 給水装置工事に関する参考図書の発行事業 

     ・改訂 給水装置工事技術指針（平成２５年４月発刊） 〔販売数１,６４０部〕 

    ・給水装置の事故事例に学ぶ （平成２３年８月発刊） 〔販売数  ３６８部〕 

 

５．財団事務所の移転について 

（１）当財団の旧事務所（日本橋安藤ビル）は、津波など水害のリスクが高いと考えら

れたこと等の理由から、事務所移転等について理事会、評議員会に諮りそれぞれ

議決を得て、平成２６年１２月２２日に事務所を移転した。 

 

（２）移転先は、新宿区西新宿二丁目７番１号小田急第一生命ビルとし、東京法務局新

宿出張所に登記を行うとともに、内閣府及び厚生労働省へ変更届を提出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

附属明細書 

 

 事業報告の内容を補足する重要な事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


